
可
服
、

既
巻
十
五

" 

見
合
候
所
民
、
開
閉
断
穏
に
極
り
申
候
。
共
故
岱
年
十

一
月
十
九
日
は
、

菩
十
郎
股
一
周
忌
正
常
り
申
候
。
去
共
共
時
分
は
、

一
家
衆
よ
り
法

事
な
ど
執
行
も
可
有
之
候
へ
ば

左
犠
の
妨
に
も
可
能
成
と
覚
悟
い

た
し
取
越
伐
て
、
前
月
寸
九
日
本
多
股
寺
、
本
郷
天
海
山
麟
俳
唱
へ

の
し
め
長
袴
小
刀
に
て
仮
越
、
事
十
郎
段
位
牌
へ
総
出
叩入
、
そ
れ
よ

り
家
柑
怖
を
ば
阿
部
陀
託
し
腕
し

中
候
。
共
山
町
一
人
右
の
批
出
来
の
ま

L
A

・
答
十
郎
段
幕
前
へ
参
り
、
石
担
よ
り
少
前
陀
て
回
開
を
防
、
右
の
小

刀
を
股
へ
突
泊
し
候
へ
ば
、
袴
腰
に
首
り
ぬ
け
か
ね
巾
所
に
、
共
刀

を
引
抜
吉
再
度
胸
へ
突
山
宮
、墓
前
に
う
つ

ぶ
し
に
能
成
・鍬
に
伏
し

相
泉
候
。
近
頃
け
な
げ
な
る
都
民
存
供
。
私
門
弟
に
息
地
普
三
郎
と

巾
者
布
之
候
。
右
安
右
衛
門
と
心
安
く
部
巾
候
故
、
此
皮
碑
銘
役
中

候
山
に
て
見
せ
出
中候
故
、
少
々
直
し
逃
申
、共
上
に
て
安
右
衛
門
妹
帯

何
某
と
巾
者
、
何
と
ぞ
私
に
錯
を
添
く
れ
候
は
い
お
、
死
者
の
面
白
陀

も
能
成
院
は
ん
な
ど
L

右
啓
三
郎
を
以
て
巾
越
候
。
私
も
望
所
陀

候
故
巾
候
は
、
曲
師
銘
は
既
に
出
世三
郎
総
候
へ
ば
、
拙
者
絡
を
孫
可
申

制怖も
無
之
候
。
但
石
砕
を
ほ
ら
せ
中
時
分
需
知
侠
へ
。
石
田
陀
閉山谷

設
が
基
と
巾
・大
与
を
ば
、
乍
--感
箭
-
制
者
自
身
陀
石
陀
従
快
て
、
ほ
ら

せ
可
申
候
由
申
諮
候
へ
ば
・
と
と
の
外
悦
由
自
に
候
。
昔
延
段
季
子

と
の
御
間
不
利
善
、
御
家
中
に
も
御
笑
止
止
る
背
中
氏
存
候
。
防
掘
削
公

民
は
御
者
心
深
く
、
中
h
k

少
の
抑
制
叫
叫
町
も
無
之
.
登
夜
と
た
く
逃
近

と
な
く
、
御
本
志
を
被
開
問
料
引
開
共
、
微
妙
公
の
御
疑
は
日
々
に
深
〈

御
見
え
被
成
候
。
或
年
東
海
道
よ
り
御
腕
凶
に
付
、
品
川
の
賜
迄
御

ヲ
企

見
港
区
被
成
御
座
、
御
離
れ
の
節
路
傍
K
御
つ
く
ば
ひ
御
暇
乞
被
仰

上
候
鼠
内
御
言
葉
も
か
h

ら
や
'
御
惚
の
戸
を
ひ
し
と
御
た
て
、
直
陀

被
成
御
陵
候
。
此
時
な
ど
只
御
涙
陀
の
み
咽
び
被
成
御
座
候
。
熟

L
K

御
米
被
成
候
へ
ば
.
横
井
内
医
師
制
点
の
縫
官

E
巧
出
し
.
大
知
君
御

入
輿
の
後
御
夫
妨
核
被
仰
合
、
微
妙
公
は
や
〈
御
隠
居
有
之
御
家
骨

抜
成
度
.
公
儀
へ
御
内
々
を
以
て
御
朗
被
成
、
就
共
公
俄
向
の
首
尾

悪
敷
桜
花
申
上
候
位
陀
粗
相
関
候
。
依
之
羽
以
て
友
松
の
御
率
無
之

越
を
一

k

御
時
世
紀
、
一
柳
文

E
御
添
被
遊
御
封
印
被
成
、
御
上
げ
被
遊

皮
仰
制
位
被
成
.
竹
岡
市
三
郎
並
三
人
の
者
へ
紋
仰
合
‘
飽
き
御
序

忙
を
上
候
桜
花
御
立
に
候
所
、
三
人
の
者
御
序
相
伺
可
指
よ
と
心
掛

候
mw北ハ
.
は
や
〈
御
推
察
被
遊
‘
筑
前
守
何
を
頼
る
h

と
紋
仰
候
。

私
共
指
上
候
て
は
、
却
て
不
可
然
率
存
候
旨
申
上
候
、
山
。
置
て
御
工

夫
被
遊
、
小
林
検
校
へ
潜
に
御
級
被
成
度
儀
有
之
旨
御
窓
被
遊
‘
御

一
封
御
渡
被
成
候
所
、
此
官
を
人
と
思
召
御
較
と
御
座
候
俄
、
生
涯

可
回

d
娩
程
十
五

プL
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一

之
墓
の
、
時
呼
延
際
季
子
の
答
と
聖
人
問
し
給
ふ
に
よ
り
て
、
近
世

五
と
題
し
巾
な
得
に
て
候
所
K
、
矢
部
品
寸
の
位
附
合
鈷
不
致
、
同
銘

を
さ
へ
枯
時
折
一
例
と
て
制
し
巾
倹
故
都
成
不
巾
附問
。
他
の
品
可

へ
改
裂

も
仕
度
物
に
候
へ
共
、
死
去
の
遺
言
に
て
主
君
の
基
の
側
に
器
を
築

き
可
巾
山
花
候
故
、
改
葬
も
難
成
不
及
是
非
都
民
て
候
。

せ
め
て
紳

銘
は
ゆ
る
し
可
巾
も
の
に
候
所
広
、
前
に
石
聞
に
法
名
を
除
候

τ
ぉ

の
泊
に
仕
皮
旨
巾
候
故

い
ぢ
札
能
成
碑
銘

E
も
制
し
巾
と
見
え
小

候
o
l
E
K
付
候
て
も
異
端
の
徒

義
理
の
本
心
を
失
ひ
巾
純
欣
如
此

に
て
候
。
少
で
も
議
陀
感
じ
中
心
さ
へ
有
之
候
は
w
h

・
帥
川
銘
は
悠
侠

て
も
刻
ま
せ
可
申
物
と
存
候
。
無
是
非
那
と
有
候
。
善
三
郎
色
々
寺

伶
と
余
諮
陀
及
候
へ

E
・
兎
角
合
結
不
仕
候
。
珍
敷
背
中
巾
遊
牧。

市}

Jl~ 

一
、
微
妙
、
防
附
阿
公
の
御
不
和

尾
州
赤
目
城
主
酬
外
地
桜
井
伊
織
次
男
内
匠
は
‘
幼
少
よ

り
微
妙
公
仰

児
小
姓
托
被
召
出、

後
々
も
出
頭
い
た
し
、知
行
も
千
石
齢
被
下
候。

究
永
十
六
年
己
卯
微
妙
公
御
隠
居
被
遊
侠
以
来
、
何
と
な
く
防
防
公

の
商
闘
と
翠
存
候
U
M
御
詩
仕
候
。
扱
或
日
御
数
寄
屋
御
茶
合
有
之
、

御
容
前
に
御
自
身
次
を
被
遊
候
時
分
.
御
勝
乎
口
に
検
校
級
快
い
た

し
混
在
除。

市
三
郎
・左
門
等
も
.
皆
段
々
御
用
有
之
主
逮
.
誰
も
知

之
の
俄
考
.
御
側
近
ね
り
寄
.
御
袴
の
す
そ
を
取
り
.
少
巾
上
皮
御
事

御
座
候
。
是
を
御
覧
被
遊
被
下
候
桜
に
と
て
、御
一
一
封
を
悲
持
候
所
、

沙
汰
の
限
の
坊
主
め
と
御
窓
敏
成
、
織
の
火
柏
市
を
以
て
顕
在
滋
つ
も

御
打
被
成
候
へ

ど
も
.
少
し
も
ひ
る
ま
宇
、
御
務
取
被
遊
侠
と
巾
御

一
言
を
承
候
て
巾
上
皮
器
有
候
と
て
.
少
し
も
不
動
部
て
経
在
候
へ

ぽ
.
割
問
取
た
と
い
へ
と
御
意
K
付
、
昨陣山刑
務
存
仮
旨
御
磁
い
た
し
退

出
。
直
に
防
腕
公
御
座
の
問

へ
罷
出
、

北
ハ
段
前
後
の
様
子
巾
上
候
庭
、

検
校
が
手
を
御
取
被
遊
、
御
い
た
ピ
き
被
遊
御
落
涙
K
被
及
供
。
共

後
は
微
妙
公
に
も
御
聞
胞
と
制
見
え
、御
級
子
も
直
り
、扱
内
匠
も
御

前
少
し
疎
〈
罷
成
炉
、
。
制
捌
内
庇
が
所
儒
と
剛
山省
、
御
愉
怨
陀
不
被
増
、

或
時
内
匠
を
御
居
間

へ
被
震
召
.
共
方
乎
前
夫
般
の
協
に
付
.
あ
ら

ぬ
都
北
ハ
縫
訴
仕
侠
儀
、
言
郡
山
道
断
に
思
召
候
。

巾
分
侠
は
w
h

可
巾
上

候
。
御
殺
筈
も
可
被
成
候
友
ど
御
窓
有
之
候
所
‘
内
匠
一
%
私
の
御

間
柄
あ
し
く
中
上
候
mm
紛
無
御
座
候
よ
し、

中
h
k

総
使
な
ら
宇
巾
上

候
K
付
、
狛
史
御
怒
英
一
致
能
成
.
巳
陀
御
手
娘
に
可
被
遊
と
被
成
候

ゴL




